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             「春節を感じる時期となりました！」 

 

３学期がスタートして２週間が経とうとしています。この２週間の間の子ども達の学習の様子を見

ていると何だか昨年よりも一回り成⾧したように感じます。３学期は中国のお正月「春節」があり非

常に短い学期となります。春節のお祝いムードが終わると日本人社会は一気に別れの季節へと変貌し

ます。 

なお、現在学校では保護者の皆様にご協力頂いたアンケート結果を基に来年度の教育計画策定に着

手しております。忙しい中でもしっかりと子ども達の教育を行っていきますので、保護者の皆様にお

かれましてはより一層のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

                           

                          

 

  「令和 5 年度後期保護者アンケート自由記述について（回答）」 

   個人的なご質問やご意見については担当者に伝えました。ここでは全体に関わる内容のご意見

ご質問について回答させて頂きます。 

                                      

〇ご意見：子どもの体力向上のため、様々な取組を工夫してほしい。 

 回答：ご意見を参考にして子どもの体力を担当している部で今後の取組を検討します。 

 

〇ご意見：面談の日は児童を帰りのバスに乗せず、学校に待機させてほしい。 

回答：本校は一斉登校、一斉下校が基本となっております。居残りの場合はその子どもの掌握や

待機場所での見守りなどで会議の時間や授業準備などの時間を割くことになります。よっ

て、現行通りの形で面談を実施させてください。よろしくお願いいたします。 

 

〇ご意見：オンラインでの面談を実施してほしい。 

 回答：短い時間ではありますが、本校では保護者の方と直接会ってお話ができる面談は、共に協

力をして子どもの育成を目指す上で非常に大切なことだと考えておりますのでご協力くだ

さい。 

 

〇ご意見：時間割はロイロではなく印刷してほしい。  

 回答：ご要望は理解できますが、本校では昨年度より経費と印刷業務の削減のためにペーパーレ

ス化に取り組んでおります。ご理解ください。 
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〇ご意見・アンケートを 5 段階で実施してほしい。 

 回答：４段階評価、５段階評価それぞれにメリットデメリットがありますが、一般的に日本人は

中間評価「３」を付けやすい傾向にあると言われています。そこで本校では「３」を無く

し、「どちらかと言えば○〇」となるような選択肢をあえて設定することで保護者の方に

しっかりと振り返って考えて頂くために、あえて４段階評価での記載をお願いしておりま

す。ご理解ください。なお、この評価方法は今年度で３年が経過しましたので、来年度は

その内容項目を含め検討することになっております。 

 

〇ご意見：欠席の時のオンライン授業による参観の検討 について 

回答 ：コロナ禍における隔離政策に対応する手段として一時期オンライン授業を実施しました 

が、本校の教育活動は「対面による授業」を基本としております。ご家庭の事情で対面や

オンラインを選択することには対応しておりませんので、ご協力をお願いいたします。 

※欠席時の対応についてはその状況により担任からその対応をお知らせいたします。 

 

〇ご意見：ロイロノートの更新が気づきにくい。更新したことが分かるように工夫してほしい。  

回答：大切なお知らせもあるので、内容によっては企業チャットやクラスチャットでロイロノー

ト更新などのお知らせをすることにいたします。 

  

〇ご意見：・学校や家でもタブレットやスマホを使うので、目の疲れが心配である。 

・インターネット利用の⾧所と短所を子どもに教えてほしい。 

  回答：タブレットなどの情報機器の使い方については、今までもそうですが今後も授業の中でし

っかりと子ども達に指導していきます。各ご家庭におかれましても子どもの健康のために

時間などのルールを決め、タブレットなどの機器を利用させてほしいです。 

※ロイロ「学校のきまり」に携帯電話などの使い方についての約束事が記載されています

のでぜひ参考にしてください。 

 

〇ご質問：ボランティアをもっと募集することはできませんか。  

回答：学校、または学級単位で何かお手伝い頂きたいときにはお知らせをいたします。その時は

ご協力をお願いいたします。 

 

〇ご意見：本の寄付を募ったら良いのではないか。 

回答：本の寄贈については、企業（財団）などからの寄贈本（新品）を除き、本校では仕分け業

務の負担や保管場所の確保の問題、または一度寄贈を受け入れると今後も全ての本を受け

入れなければならなくなることから、個人的な本の寄付については誠に申し訳ありません

がお断りをさせて頂いております。 

 

〇ご意見：5 時間目の日は固定してほしい。混乱することがある。 

回答：誠に申し訳ありませんが、本校は小中一貫校であるため、授業者や使用教室の配置や小中

学部それぞれの活動が季節、或いは曜日ごとに複雑に絡み合っているため、固定した曜日

を５時間目とすることは非常に難しい状況にあります。ここは事前の連絡などを保護者同

士で確認して頂くなど、保護者間でのご協力をよろしくお願いいたします。 


